
調査期間 R6.6.1 ～ R6.6.14

回答率 77.5% 回答者数 345人　　

回答者数 構成比
よく知っている 18 5.2%
ある程度知っている 81 23.5%
聞いたことはある 171 49.6%
知らない 75 21.7%

345 100.0%計

【空飛ぶクルマについてのアンケート】

アンケートの趣旨

○空飛ぶクルマとは、主に（1）電動化、（2）垂直な離着陸、（3）自動運転といった性能を備え
た、次世代の空の乗り物で、世界中で開発が進められています。
○「空飛ぶクルマ」という名称には、自動車のように、身近に空の移動ができる手段となること
を目指している、という意味が込められています。
○空飛ぶクルマが実用化されれば、現状の航空機よりも安い値段で、空港ではない身近な場
所で空を移動でき、空の移動がずっと身近になる時代が来ると考えられています。
○香川県では、空飛ぶクルマの技術の進歩や社会の動向を見ながら、本県における新たな価
値の創造や暮らしの課題解決につながるものとなるよう、空飛ぶクルマの社会実装に向けて
取り組んでいます。
○空飛ぶクルマを社会実装する際には、県民や地域社会の理解や賛同を得て、受け入れら
れていくことが重要であるため、香川県では、空飛ぶクルマのある未来の社会像などについて
広く周知する情報発信を行っています。
○本アンケートで、現状の空飛ぶクルマの認知度等を把握したいので、ご協力をお願いいたし
ます。

〔問１〕　あなたは空飛ぶクルマについて、本アンケート調査前からどのくらいご存じ
でしたか。次の中から１つだけ選んでください。

選択肢

よく知っている, 5.2%

ある程度知っている, 23.5%

聞いたことはある, 49.6%

知らない, 21.7%
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回答者数 270
回答者数 構成比

216 80.0%
123 45.6%
112 41.5%
13 4.8%
12 4.4%
11 4.1%
8 3.0%
7 2.6%
6 2.2%

〔問２〕　問１で「よく知っている」、「ある程度知っている」、「聞いたことはあ
る」と答えた方にお伺いします。
空飛ぶクルマを知ったきっかけについて、次の中からあてはまるものをすべて選んでく
ださい。

選択肢

企業のパンフレット・ホームページ
その他
仕事を通して
ビジネス専門雑誌
展示等のイベント
インターネット記事
新聞記事
テレビ番組

無回答

80.0%

45.6%

41.5%

4.8%

4.4%

4.1%

3.0%

2.6%

2.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

テレビ番組

新聞記事

インターネット記事

展示等のイベント

ビジネス専門雑誌

仕事を通して

その他

企業のパンフレット・ホームページ

無回答
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回答者数 構成比
利用したい 197 57.1%
利用したくない 146 42.3%
無回答 2 0.6%

345 100.0%

〔問３〕　空飛ぶクルマが実現したら利用したいと思いますか。次の中から１つだけ選
んでください。

※ここでは利用料金はないものとしてお考えください。

選択肢

計

利用したい, 57.1%

利用したくない, 42.3%

無回答, 0.6%
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回答者数 197
回答者数 構成比

159 80.7%
130 66.0%
126 64.0%
68 34.5%
60 30.5%
35 17.8%

〔問４〕　問３で「利用したい」と答えた方にお伺いします。
どのような場面で空飛ぶクルマを利用したいと思いますか。利用したいと思うもの上位
3つを選んでください。

ビジネスでの移動手段
高松空港への移動手段
買い物などの日常生活での移動手段
離島・山間部での移動手段
レジャー（遊覧飛行）
観光地への移動手段

選択肢

80.7%

66.0%

64.0%

34.5%

30.5%

17.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

観光地への移動手段

レジャー（遊覧飛行）

離島・山間部での移動手段

買い物などの日常生活での移動手段

高松空港への移動手段

ビジネスでの移動手段
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回答者数 345
回答者数 構成比

316 91.6%
223 64.6%
185 53.6%
148 42.9%
120 34.8%
15 4.3%

騒音
落下物

〔問５〕　自宅の上を空飛ぶクルマが飛ぶ場合、以下の事柄についてあなたが不安に思
うもの上位3つを選んでください。ただし、空飛ぶクルマやオペレーターは従来のヘリ
コプター事業のように、国に認証を受けていることを前提とします。

選択肢
墜落した場合の甚大な被害

その他
プライバシーの侵害（のぞき見、撮影等）
犯罪やテロなど防犯面

91.6%

64.6%

53.6%

42.9%

34.8%

4.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

墜落した場合の甚大な被害

落下物

騒音

犯罪やテロなど防犯面

プライバシーの侵害（のぞき見、撮影等）

その他

5/6



回答者数 345
回答者数 構成比

176 51.0%
175 50.7%
158 45.8%
134 38.8%
121 35.1%
90 26.1%
78 22.6%
41 11.9%
21 6.1%
21 6.1%

※　表中の構成比は、四捨五入の関係で、合計が100％にならない場合があります。

高松空港　←→　直島
高松市サンポート　←→　直島
高松空港　←→　小豆島

高松市サンポート　←→　東かがわ
高松市サンポート　←→　宇多津
高松市サンポート　←→　観音寺
小豆島　←→　直島
高松市サンポート　←→　琴平

高松市サンポート　←→　小豆島
高松市サンポート　←→　高松空港

〔問６〕　2020年代後半から、パイロット搭乗による空飛ぶクルマの定期便の商用運航
が開始され、高松空港やサンポート高松を起点とした遊覧や観光地アクセスの利用が想
定されています。どのルートであれば、観光客の方や県民の方が利用すると思います
か。利用すると思うもの上位3つを選んでください。

選択肢

51.0%

50.7%

45.8%

38.8%

35.1%

26.1%

22.6%

11.9%

6.1%

6.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

高松市サンポート ←→ 高松空港

高松市サンポート ←→ 小豆島

高松空港 ←→ 小豆島

高松市サンポート ←→ 直島

高松空港 ←→ 直島

高松市サンポート ←→ 琴平

小豆島 ←→ 直島

高松市サンポート ←→ 観音寺

高松市サンポート ←→ 宇多津

高松市サンポート ←→ 東かがわ
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